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報告概要： 

 西アフリカにおいて、サハラ砂漠西端に位置する国々では、国土の大半が沙漠に覆われており、食料生

産が可能な地域は限られている。セネガルとモーリタニアの国境を流れるセネガル川は、両国にとって

貴重な水資源であり、同流域一帯での食料生産が食料安全保障の観点から注目を集めている。 

 しかし同河川は、治水整備が未発達である。雨季においては、源流域（ギニア）における大量の降雨が

河川水位を上昇させ、下流域での洪水を引き起こしている。そのため、治水事業の実施が急務であり、安

定的な食料生産基盤の整備が求められる。 

 他方、同流域では、近年主食として広く普及しているコメの生産盛んである。これまで、急増するコメ

消費を輸入米によって賄ってきたものの、2008 年の食料危機以降、自国における生産強化によるコメ

の安全保障に舵を切った。しかし、国産米は、消費者のコメニーズに対応しておらず、依然として消費者

は輸入米を好んで消費しており、ニーズに適応した国産米生産が急務となっている。 

 本研究では、両課題の解決に向け、工学的アプローチとして、隣接する乾湖を遊水地化する治水事業の

効果検証を数値シミュレーションによって試みた。他方、農業経済学的アプローチとして、現地消費者に

対してアンケート調査を実施し、消費者がコメ購入時に重要視する商品属性について評価を試みた。 

 結果として、治水効果が把握されたものの、遊水池と河川をつなぐ導水路の通水能力や導水タイミン

グ等で課題が存在し、氾濫面積の大幅な縮小にはつながらず、事業の評価は過少に見積もられている可

能性がある。消費者のコメニーズについては、小石やもみ殻などの夾雑物が少なく、粒径や精米の度合い

が均一なコメが強く好まれていることや、肥満や糖尿病リスクが高い地域の事情を踏まえ、健康意識も

コメの購買行動に影響している可能性が示唆された。そのため、生産者のみならず、精米や袋詰め、輸送

等のポストハーベスト技術の向上や玄米食等の情報発信も重要であることが把握された。 

 今後は、両アプローチによって得られた成果を統合するために、治水事業とニーズに応じた国産米生

産が定着した場合の、社会経済効果（農家の収益向上や輸入米の削減）を評価するモデルを構築し、持続

的な国産米の生産システムの確立が求められる。 
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